
静岡県の自然系博物館への今後の取り組み
(県企画部長との面会概要)

三宅 隆

静岡県では、静岡県総合計画「魅力ある"しず

おか"2010年戦略プラン」後期 5年計画の中に、

第 1章の「環境の世紀」を拓<“持続可能な

社会"づ<り と第 6章の未来を拓<ために何が

できる “意味ある人"づ<り の 2ケ所に、短い

文章ですが、自然系博物館の推進について記載

されています。以下にその部分をヨ1用 します。

第 1章 「環境の世紀」を拓<“持続可能な

社会"づ<り
6 環境保全活動の促進

(1)環境教育 環境学習の推進

○環境教育 環境学習に必要な諸条件の整備

及び推進体制の確立

環境に関する学習施設 設備と学習機会

の充実を図るため、富士山こどもの国、浜

名湖ガーデンパーク、田員湖自然ふれあい

塾、学校ビオトープの積極的な活用に努め

るとともに、自然系博物館についての検討

をすすめます。

第 6章 未来を拓<ために何ができる “意味

ある人"づ <り
5 地域社会における人づ<りの推進

(3)知識社会に対応する社会教育機会の充実

[施策の方向]

○図書館や自然系博物館の整備 充実

富士山、浜名湖、駿河湾など、本県の優

れた自然を学び、研究する拠点になる自然

系博物館の検討を進めます。

これらを踏まえて、今後の県の自然系博物館

に対する取 り組みについての見解を聞きたい

と、5月 12日に花森企画部長と面会しました。

当 NPOからの参加者は、池谷仙之理事長、

伊藤通玄、高橋真弓、三宅 隆、湯浅保雄の各

理事及び森 義之事務局員の 6名でした。

10き間ほどの話の中で、概略ではありますが、

下記のようなことが確認されました。

○ あ<ま でも、花森企画部長の個人的な考え

との前提でしたが、現状では、展示施設よ

り先に、収蔵庫の必要性、研究の必要性を

重視し、アメリカのスミソニアン研究所の

ような、それぞれの分野に適した施設を先

行する方がいいのではないか。

さらに、収蔵、保存の施設としては、空

き教室の活用も、考えられるとのこと。

場所の候補の一つとして、静岡市駿河区

の日本平山麓の県有地などもあげられまし

た。

○ 設立準備室や公式な委員会の設置について

は、現0寺点ではまだ難しいが、その前段階

の企画部職員と、当 NPOとの自然系博物館

に関する勉強会は、実施してもらつても間

題ないとの了承を得ました。

○ 現在、静岡県林業技術センターにある 100

箱ほどの昆虫標本については、静岡市清水

区辻の当保存事業所に移し管理することに

ついて、進めてい<ことで了承を得ました。

以上、博物館建設に向けての大きな進展の声

は間かれませんでしたが、少しは希望の光は続

いていきそうです。

なお、部長との会見前に面会した、当会会員

でもある天野 ―県議からは、今後共の協力を

約束していただきました。さらに、今まで県議

会で何回も質問があるにもかかわらず、少しも

進展していかないのは、議会軽視であるとの意

見をいただきました。また、議会からの働きか

けを強めるためにも、少しでも多<の県議に、

サポート会員になつてもらえるように協力を

お願いしてきました。



総会記念請演

スイスの川の近自然化

一チューリツヒ州の川づ<りをまなぶ一 (その 1)

板井 隆彦

「近自然化」という言葉は、この総会に参Dll

されている会員など―般の方にはなじまない

言葉かと思います。まずこの言葉からご説明し

たいと思います。

私が静岡の大学へ着任したのは 1973年のこ

とですから、もう33年も前のことになります。

静岡にまいりましてすぐ安倍川の魚類調査に

取りかかりました。建設省の都市環境整備事業

の対象河川のひとつに安倍川が選ばれ、高水敷

を公園とする計画がもちあがり、安倍川の生態

調査のために、静岡大学の上野実朗先生をリー

ダーとした調査班が結成されました。魚類 底

生動物を私どもが担当し3か年にわたり調査を

行いました。安倍川の中 下流域ではアユが最

も重要と位置づけられ、その生息密度の推定も

行いましたが、これには川水の透明度が必須で、

藁科川の清沢を調査地区選びました。この調査

地も年々透明度が悪<なつていきました。藁科

川の河川工事がちようど盛んになつたのと平

行しています。河川工事と魚の生息環境とを結

びつけて考えるようになつたのもこの頃から

です。

安倍川の調査からつぎに大丼川、狩野川の調

査へと移り、やがて環境庁や静岡県の河川調査

も担当することになりました。それらの成果は

小著「静岡県の淡水魚類」としてまとめられま

したが、この本の後半を読み直してみますと、

すでに河川に生息する魚はさまざまな環境要

因の悪化により減少していることがはつきり

とま旨摘されています。この後金川直幸氏ら静岡

淡水魚研究会員の協力を得て、およそ 10年お

きに総合的な魚類の生息調査を行い、その最新

版の一部が「まもりたい静岡県の野生生物 動

物編」としてまとめられています。静岡県版レ

ツドデータブツクです。

静岡県のレツドデータブツクでは、県産の魚

166種のうち、評価対象とした 106種のうちの

16種が絶減の恐れがあると判定され、これは対

象魚種の 16%にあたります。国のレツドデータ

●川の荒廃

●水質汚濁

事業所の排水 家庭下水、肥料・農薬、水産排水

●生息場所の破壊

河川横断工作物の設置 (ダム・堰その他の落差工など)

魚とくに回遊魚の移動を阻害

●河川改修

直線化 :淵 。早瀬における魚の生息 。越冬場所の消滅

堤防 。護岸の敷設で支川や細流との連絡性が分断 :

魚の産卵場所などへの移動を阻害

川岸の植生の喪失で河川生物の生息場所の重要な基質

が喪失 し単調化

●その他の整備
河川の埋め立て 暗渠化 護岸のコンクリー ト化

(U字溝整備)

●外来種の移入

外国か らの移入種 (*特定外来種等) 内地産移入種

図 1 絶減の危機に瀕する淡水魚
ブックに記された絶滅危惧の原因

ブックでは 272種のうち 76種が絶滅危惧種で

28%にもなりますから、静岡県ではこれに比べ

ればい<らかましということになります。

静岡県のレツドデータブツクに記された絶

滅危惧の原因と推定される要因は、図 1にあ |ず

たようなものです。水質汚濁、河川横断工作物

の設置や河川改修などによる生息場所の破壊

といつた川 (や池)の荒廃のほか、外来種の移

入によるものもあります。もちろん、川や池が

こんなにも荒廃した理由はこれらが身近な自

然として存在し、埋め立てや改修が都市から都

市近郊へさらには農村へと広がつていつたか

らにほかなりません。こうして淡水魚の生息場

所の荒廃は日本全国に広がり、そこに生息する

魚の多<が絶減の危機にさらされるよう |こ な

つてしまつたのです。

この荒廃した川の環境の回復のひとつの手

段として登場してきたのが「多自然型川づ<
り」です。この川づ<りは建設省の河川局長の

通達により 1990年から全国―斉に取り組まれ

ようになりました。この手本となつたのが、ス

イスのチユーリツヒ州の技師クリステアン・ゲ
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図 2 浅畑川の川づ くりの設計図

ル デ イ ー 氏 ら に よ つ て 取 り組 ま れ た

Natumaher Wasserbauな のです。これが日本

の福留侑文氏やスイスの山脇正俊氏らによつ

て「近自然河川工法」と訳されて日本に紹介さ

れ、「多自然型川づ<り 」の原型となりました。

この近自然的な工法は河川にとどまらず、やが

て道路や街づ<り へも広が りを見せるように

なり、山脇はこういつた行為を「近自然化」と

よぶようになつたのです (山脇,2000,2004)。

静岡県では、河川整備が上流なら下流、多<
の支流まで進められている静岡市の巴川の支

流浅畑川においていちはや<この川づ <りが

取り組まれました。静岡土木事務所の富野章さ

んの設計で、1992年に着手、1994年に竣工し

ました (図 2)。 実際の川づ<り の長さは計画

の半分ほどで終わりましたが、スイスやドイツ

の近自然河川工法の趣旨をよ<酌んで、蛇行を

取り入れ、最小限の人為的介入にとどめ、あと

は川が自ずから川をつ<る力に任せる方法が

とられました。当0寺の先行的な多自然型川づ<
りの例としては、横浜市のいたち川や山□市の

一の坂川などがありましたが、多自然とは名ば

かりで自然の保全や復元にあまり寄与 してい

ないと見なされるものがほとんどでした。

浅畑川の取 り組みは明らかに他の事例と異

なつているように見え、板丼は工事の施工途中

からこの川の川づ<り 区間における自然再生

過程について底生動物や魚類などの小動物を

指標として追跡する調査に取り組みました。こ

の調査は約 10年継続的に取り組み、その後い

<らか間を置きながら現在もなお続けていま

す。その結果だ|す をいえば、自然環境の復元は

不十分なものでした。当初数年は環境の多様化

とともに小動物は多様度や繁栄度は上昇して

いつたのですが、途中でスズメノヒエ類の妨害

植生の繁茂により逆に低下し、そのまま停滞し

てしまうようになつたのです。この事業のどこ

が問題だつたのか、本もとのスイスやドイツで

はどうなのかが気になりました (図 3)。

2001年に杉山恵―さんを団長とする自然環

境復元協会の調査団がスイス・ドイッの河川や

湖沼の自然環境復元の海外研修が企画され、私

はこれに参力0しました。この研修では川づ<り
から道路造りまで、スイスやドイッの自然と人

の暮らしの調和を目指す近自然化に関して目

を見張る思いをいたしましたが、一方では不満

がずい/3iん残りました。その不満を改修するべ

<、 昨年 (2005年 )改めてスイス・チューリ

ツヒ州を訪れました。 (以下沢号)

図 3 スイスや ドイツの近自然化された

川の実際はどうなのか?



自然観察会の報告

興津川上流黒川自然観察会

大員 貴清

自然観察会の説明のようす

5月 14日 (日 )、 晴天のもと、静岡昆虫同好会

との共催で興津川上流の黒川自然観察会を実

施しました。黒川のせせらぎ広場木造アーチ前

に現地集合し、まず昆虫採集を行うことになり

ました。

参力□者の方は蝶屋さんが殆どで、皆さん思い

思いに花壇や植え込みに集まる蝶を採集され

ていました。この日はアゲハチョウの仲間が多

<、 ブヤコウアゲハ、オナガアゲハ、カラスア

ゲハ、クロアゲハなどが多<飛んでいました。

しかし、僕は雑昆虫・陸貝好きですので、皆さ

んが蝶を追いかけるのを尻目に石の下、本の葉

の上、ガードレールなどを丹念に探し回りまし

た。石の下はゴミムシ狙いでしたが、この日は

殆どいませんでしたので、葉の上にいるハム

シ ゾウムシ系に狙いを定めました。

この0寺期この辺ではおなじみのカツオゾウ

ムシの仲間 (おそら<オオカツオゾウムシ)や
ヒゲボソゾウムシ (リ ンゴコフキゾウムシ?や

ツチイロヒゲボソゾウムシ)の仲間、アオハム

シダマシが多<いました。少し進んだ沢沿いの

本の葉状ではヒメコブオトシブミや、チビタマ

ムシの仲間 (ソ ーンダーズチビタマムシ?)が
おり、なかなか良い感じです。

山とは反対イ貝」のガードレールにはクズとお

ぼしきマメ科植物が繁茂しており、大量のマル

黒川林道での昆虫採集

カメムシが ll■汁しています。それに紛れて/TNシ

ハラビロヘリカメムシやォォツマキヘ リカメ

ムシといったヘリカメムシ系、セスブナガカメ

ムシやチヤモンナガカメムシといつたナガカ

メ系も採集できました。また日当たりが良いせ

いかイタドリが生えており、案の定イタドリハ

ムシゲツトです。

この間にも並行 して陸貝採集も行いました

が、殆どハコネマイマイの 0234型でオオケマ

イマイが多少採れる程度でした。変わつたとこ

ろではカントウベツコウマイマイが 3個体採集

できました。この貝は、外套膜で殻を覆うとい

うまるで海産のタカラガイのような事をする

貝です。乾燥に弱いせいか、大雨の後などによ

<低木や草などに<つ付いています。

さらに山道を進んで行き、葉状にいるハムシ

を探しましたが、カメノコハムシ系を同0きに 2

種採集しました (イ チモンブカメノコ、コガタ

カメノコ)。 またべニボタルの一種やクロジ ョ

ウカイ、ツノカメムシ2種 (エサキモンキツノ、

セアカツノ)も追加しました。

蝶屋さんの方々は移動が早いので、一人取り

残されていましたが、しばら<すると折り返し

てきたので、僕も途中ですが折り返し、フブハ

ムシや微小なゾウムシ・ハムシの類を採集しな

がら山を降りました。途中の橋の欄干ではアト



水生昆虫の観察会

モンサビカミキリを 1頭採集 しました。

再び黒川せせらぎ広場に戻ると、皆さん昼食

をとつておりましたが、ここで雑昆虫好きの私

としてはやる事があります。ここには竹林があ

り、季節柄竹の子が生えています。そこで途中

で折れた竹の子などは腐つて、絶好の雑昆虫採

集スポツトと化すわけです。

早速腐つた竹の子の皮をはぐつておりますと、

おられました !エ ンマムシの仲間やハネカク

シの仲間が !も うとにか<宝の山といつた感

じでしたが、周囲の方々からは非常に奇異の目

で見られました。ここでしばら<採集していま

すと、なにやら高速で動<物体がおります。よ

<よ <目を凝らすと、果たしてそれは大きなハ

ネカクシでした。何と言うな迷彩色で錆びた感

じの素晴らし<格好の良いハネカクシ…・。後

で調べた所その名もサビハネカクシというや

つでしたが、もう余りの格好よさに夢中で採集

していました。あまりに狂つたように採集して

いたので一般の観光客から何をしているかと

問われ、苦し紛れに研究のために採集している

などと適当に答えましたが…・。

午後からは、黒川で川の生き物の観察会を行

いました。子供たちも川に入り、思い思いの場

所で網を入れていました。

今の時期は、水生昆虫が次々と羽化するので、

羽化直前のカワグラやカゲロウの大型の幼虫

が非常にた<さん採集できました。特に流芯近

<の石をひつ<り 返すとオオヤマカワグラや

ヒゲナガカワトビケラの巨大な個体が―網で

10個体近<も入りました。カゲロウでは、岸近

<の草などに網を入れるとチラカゲロウやモ

ンカゲロウなどの大型個体が入りました。

魚は、アマゴ、アブラハヤ、夕カハヤ、ヌマ

ムツなど、それ以外の生物では、カブカガェル、

イモリ、サワガニ、ヒキガェルのオタマブヤク

シなどが採集されました。

黒川近辺は、清水の市街地からも近<、 とて

も手軽に行ける場所ですが、自然度がとても高

<、 山も川も色々な生物が生息しており採集や

観察にはとてもよい場所です。是非休みの日な

どには遊びに行かれる事をお勧めします。ただ

し、大雨の後などは川が増水して流れもとても

速<なつていますので気をつけましよう。

“ミニ自然史博物館"     `
開催のお知らせ       `

2004年度より自然教育事業として行われてきたミ

ニ自然史博物館を今年も夏休みを利用し、開催する ´

ことになりました。この催しは、静岡県自然学習資

料保存事業を広<知つていただき、一般の方々に県 ;

立自然史博物館の必要性を理解していただ<ために ,

行うものです。

展示内容の詳細はまだ決まつてはいませんが、自然学習資料保存事業室の標本室の見学や自

`

然観察会、体験学習コーナー、夏休みの自由研究の相談などをあわせて行う予定です。    ,
期 間 :平成 18年 8月 21日 (月 )～27日 (日 ) 開催時間 :毎日午前 100寺～午後 50寺  :
場 所 :静岡県静岡市清水区辻 4丁目4-H 中部健康福祉センター庵原分庁舎内3F   I
お問い合わせ先 :0543-67‐2Hl E‐man bureau@spmnhjp                `
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静岡県内でのヒナコウモリの記録は、鳥居春巳氏著「静岡県の哺3し類」1989年、第一法規発行に

よると、野部村 (現豊岡村)や富士山須走などで捕獲されているものの、いずれも1889年～ 1891

年の古いものであると記載されている。

私を含めた静岡県自然環境調査委員会哺¥し類部会員は、1998年から5年間、静岡県版レツドデー

タブツク作成の為に、精力的に現地調査を実施したが、何しろコウモリの捕獲は難し<、 ついにその

生息は確認できなかつた。そして、静岡のレツドリストでは、ヒナコウモリは、要注目種の N― Ⅲ GБ

会注目種 各専門部会において、学術上・自然保護上注目すべきと判断された種)に リストされ、今

後の確認に任されることとなつた。そして、静岡県版レツドデータブツクは2004年 3月に発刊され

た。

ところが、実はその 1年前の 2003年 4月 11日 に、富士宮市麓の朝霧高原にある、東京農業大学

富士畜産農場の富士山寮で、窓ガラスにへばりついていたヒナコウモリが、学生により発見されてい

たのである。このことを、矢□つたのは、ずつと後のことだつたため、残念ながら言己載できなかつたの

だが、実に112年 /3iり の確認であつた。

一度確認されると、偶然は続<ものらしい。翌 2005年 8月 27日、静岡市井川の県民の森で、ウ

サギコウモリの行動調査をしていた、日本大学の学生のカスミ網になかつたのである。情報をもらい

すぐに現地区駆けつけ、私にとつてはヒナコウモリとの初めての対面となつた。

そして、2006年 3月 5日、当会会員でもある足立さんから、焼津の花沢の里で、コウモリの死体

を拾つたというl情報がもたらされた。冷凍を頼んで、後日確認したところ、これがヒナコウモリだつ

たのである。まだ、飛び回るには寒いこの時期に、どうしてこんな所にいたのが判らないことだらけ

ではあるが、この個体は、】専来の県立自然史博物館の為の資料として、景」製にして保存したいと者

えている。

県内では、今までに 14種類のコウモリが確認されているが、まだまだ確認されていないコウモリ

も多い。今後とも地道な調査を継続し、この次は、県内では 1886年に豊岡村で記録のあつたチチブ

コウモリに、ぜひ出会いたいものである。



ホトケドブ∃ウ (Zψαω此滋θε乃′gο″jα)は流れが緩やかな細い流れの砂泥底の水車の隙間を遊泳

し、生活場所は中層が中ノいです。これはドブヨウの中では浮き袋が発達していることと関連があると

思われます。単独で遊泳する場合が多<、 産卵イテ動以外は群泳する事はありません。食lll■ は、水草|こ

付着するミツムシやサカマキガイなどの幼体や砂泥の中の小動物も食べます。外見の特徴は、大き<
ても10cm<らい。ぼてつと太<腹の中心が赤<、 4対のヒゲのうち 1対が角のように見えます。行動

は体型が語るように俊敏ではありません。そのため、他の魚を避け細い流れを好みます。産卵期は 3

月下旬から6月上旬とされていますが、県中部では 11月下旬に産卵が確認された事があります。産卵

期は2から4匹のオスが 1匹のメスを追いかけて泳ぎます。産卵場所は流れがほとんど無<、 浅い場

所の植物に放卵します。水田に移動できる環境下では、水田と畦との水際の植物に放卵します。卵は

lmmほどの自<小さい球形で、2、 3日でJ際化します。

静岡県のホトケドゾョウは、静岡県版レツドデータブツクでは絶滅危1具 ‖類に指定されています。西

部は絶滅危惧‖類、中部、東部は絶滅危惧 IA類。伊豆では絶滅となつています。

ホトケドブ∃ウを水槽飼育した体験のある方は、簡単に増えると言います。では、なぜ絶滅が危惧さ

れるようになつてしまつたのか考えてみますと、まず、ホトケドブョウが生息する条件としては、針葉

樹林だけの山ではな<、 広葉樹の落ち葉などが堆積し吸水性を持つ豊かな土を持つ山からの湧水かし

みだし水があることが一番大切です。その岸には隠れ場所となる草や古いコンクリートの割れ目など

の空間があり、川底にはやわらかな泥と落ち葉もある程度必要です。こんな条件の整つたところにた

<さんいる印象を受けます。

さらに、細い流れという条件が加わると生息場所は、かなり限定されてしまいます。それを考えると

ホトケドジョウがいるということのすばらしさが分かつてきます。

しかしながら、このような生息環境は、崩れやす<ヒ トが汚いと感じるようです。真つ先に河川改修

の対象となります。ホトケドブ∃ウが安心して棲める環境が無<なつたことが絶滅危惧種になつてしま

つた理由です。

ホトケドブ∃ウのいるような河川の改修には充分な配慮をしていただきたいと周います。



自然観察会の報告

御前崎 磯の自然観察会

大員 貴清

御前崎での観察会をはじめます ウミガメの死骸

磯にどんな生物がいるかな 潮溜まりの生物の説明

3月 19日 (日 )、 晴天の中、御前崎「磯の自然

観察会」が実施されました。この日は朝 90き に

静岡駅より出発し、御前崎灯台下駐車場に 11

時位に集合しました。当日、現地は非常に風が

強<、 資料なども飛ばされそうで大変でしたが、

はじめに駐車場にて説明を行い、磯での採集と

なりました。この日の干潮は 130寺

“

分でした

が、すでに磯は潮が弓|き始めており所々に潮溜

まりが見られました。

まず砂浜にどのようなものが打ちあがつて

いるかを観察しました。砂浜には様々な貝殻や

魚などの死骸が打ちあがつていましたが、特筆

すべきものとしては殆ど甲羅だけになつたウ

ミガメの死骸が打ちあがつていました。御前崎

は静岡県下でも有数のウミガメの産卵場とな

つており、夏にはた<さんのウミガメが砂浜に

集まり、産卵をします。当然この沿岸にもウミ

ガメは多<生息していると思われ、それを思わ

せるような漂着物でした。

その後、実際に磯に入り生物の採集となりま

したが、初めにも書いたように風が強<、 滑つ

て転ばないよう注意が必要でした。まず目を弓|

いたのは磯の干出した所に見られる黄色い渦

巻きのような物体です。渦巻きと言つても立体

的なゼリーのようなものが渦を巻いているも

ので大きさは直径 2cm<らいでしようか。これ

はカラマツガイと言う貝の卵のうで、このよう

に水面よりも上で産卵が行なわれるようです。

この貝は有肺類とよばれる仲間で、皆さんあな

じみのカタツムリの仲間と言えば分なりやす



自然博ネット海タト・ソ7-のご案内

モンゴんゴじて り、シヤツアフ付近まで行き、その間の地質や

自然を観察して弓|き返します。シヤツアフ付近

では恐竜化石、と<に恐竜の足跡化石を探しま

す。旅程では、モンゴルの自然はもちろん遊牧

民の生活など体験できます。

詳細は、以下のホームペーブでご覧<ださい。
hip:〃

―
.dino.o可 p/mOngo1/motr2006.html

いでしようか。

潮溜まりの中を覗いてみると、アメフラシや

ムラサキウニ、ホンヤドカリ、ヒライソガニと

いった生物が動いているのが分かります。少し

水深の深い所に網を入れると沢山のエビが入

りました。ここで取れたエビはイソスブエビと

アシナガモエビという 2種類でした。また魚で

はアカオビシマハゼというハゼの仲間が多<
とれました。

今度は、砂利ごと網です<つてみると、砂利

の間に細長い魚が動いているのが分かります。

これは、やはリハゼの仲間でコマハゼとオオミ

ミズハゼの若魚でした。また大きな 10cm位の

ウナギを平た<したような褐色の魚もいます。

これはカヨナギというギンポに近い魚でした。

またアナハゼというカブカに近い魚も採れま

した。砂浜の砂利の中からはスナホリムシやョ

コエビの仲間といつた甲殻類も採集する事が

出来ました。

既に干上がつた岩の間には、イワガニやマツ

バガイ、数種類のフブツボの仲間も観察できま

した。またこのの磯は岩盤になつていますが、

その岩盤に穴をあ|す て生活するカモメガイと

いう二枚貝も観察できました。このあたりは、

秋□になると黒潮に乗つてやつてきた熱帯魚

の稚魚も多<見られるようです。ぜひ、転んだ

りしないよう気をつけながら皆さんも訪れて

みて<ださい。

東アフリカ

ケニアの自然観察の旅

ケニアのアンボセリやナクール湖、マサイマ

ラ国立公園で、ヌーの川渡りや、ライオン、キ

リン、アフリカゾウなどの哺乳類、ダチ∃ウや

フラミンゴの大群、ハタオリドリなどの鳥類を

観察しましよう。動物写真家の内山 晟氏の案

内で、楽しい旅行になること請け合いです。

期 日 :平成 18年 10月 6日 (金 )

深夜 関空発～10月 15日 (日 )

費 用 :約 460,000円

興味のある方には、詳細資料を送ります。連

絡 <だ さい。連絡 は、事務局 への メール

(bureau@spmnhjp)ま た は 辻 事 業 所

(0543-67-21H)三宅まで。

恐竜足跡化石を探す旅

荒涼としたゴビと地平線

モンゴルのゴビ砂漠 |こ 恐竜の足跡化石を探

しにい<ツ アーです。以下の要領で実施します。

参力0希望の方はブオプランニング (電話・Fax

03-3984… 1226)ま であ問い合わせ、またはお申

込み<ださい。

方そ子日程 9月 9日 (土)～ 9月 16日 (土 )

出発 成田空港 13:30 帰着 12:30
旅行費用 約 250,000円

ウランバートルから四輪駆動で南南東に下
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静岡県の三角点 (7)

中央構造線沿いの一等三角点
輿石 邦昭

日本列島の西半分を南北に分ける大断層で

ある中央構造線は、長野県諏訪湖の南から南下

して、静岡県北西部の青崩峠から県内に入り佐

久間を通り、さらに愛矢□県の豊川から三河湾を

通つて渥美半島の伊良湖岬から西方に転じて、

紀伊半島、四国を横断して九州に抜 |すている。

この断層を境に北側は片麻岩や花商岩からな

る領家帯が、また南側は結晶片岩からなる三波

川帯、人山岩や員入岩からなる御荷鉾 (みか6)
帯、頁岩や砂岩からなる秩父帯が帯状に分布し

ている。 3つの一等三角点はこの構造線の南倶」

に沿つて、北から白倉山 (1027.lm)、 富幕山

(563.2m)、 神石山 (3247m)に ある (図 1)。

1)白倉山は、秋葉ダムの北西 6.5k mの 旧

龍山村と旧佐久間町の境界に位置する。国道

152号線の旧龍山村役場から白倉川沿いに県道

361号線を進み、「もみじの里 白倉峡」の看板

の先 1.2k mを 右折して、さらに 2 2kmほど林

道に入ると T字路となる。ここを左折 して約

1.3k m行つたところが自倉山の登山□である。

天竜杉の美林の中、40分ほどで稜線に至り、右

へ急登すれば約 10分で白倉山の山頂にでる。

山頂からの眺望はきかないので、東万約 5分の

ところの遠州1灘展望ポイントがよい。天竜川の

両岸に広がる磐田原や三万原の台地、浜名湖が

遠望できる。帰路の白倉峡では、川底の小石か

ら周囲の巨岩まで、三波川変成岩の色合や櫂曲

模様などさまざまな岩石の表情を楽しめる。北

万約 32k mの青崩峠では、領家帯のホルンフエ

ルスが見られる。ここには、5299-等水準点標

石 (標高 1082.4634m)も ある。

2)富幕山 (とんま<やま)は、天竜浜名湖

鉄道三ケ日駅の北東約 6 kmの 旧三ケ日町と旧

31佐町、愛知県新城市との境界に位置する。臨

済宗万広寺の大本山がある奥山高原を登 りつ

めたところが奥浜名自然遊歩道奥山コースの

入□で、稜線を徒歩 50分ほどで富巻山 (とん

まきやま)一等三角点の標石が埋設された山頂

にでる。山頂からは遠州灘や浜名湖が眺望でき

る。帰路、竜力岩鍾¥し洞や付近の自然の造形カ

レンフエルトを楽しあのもよい。竜ケ石山 (359

′
         ど

°km引

中央構造線沿いの一等三角点 (右上から左下に「ノ」
字型をした大断層の中央構造線は地形にもよく現
れている

m)へは、竜力岩洞の入□近<にある林道の 2

km先の登山□から約 20分である。また、三ケ

日原人が出土 したという只木遺跡や ワニやナ

ウマンゾウなどが発掘された谷下の石灰岩採

掘跡に信ぬと「カルシウムはカルシウムを護

る」ということが実感できるだろう。

3)神石山は、浜名湖の西、湖西連 lF‐の一主

峰で、湖西市と豊橋市の境界に位置する。東海

道線新所原駅の北万約 1.5kmの新池が登山□で

ある。45分ほどで梅田峠に至り、嵩山展望台で

は、三万原の台地、浜名湖の今切□、旧天竜川

の氾濫原であつた天伯原の台地、小河川の入り

組んだ沖積平野が一望できる。過去 30万年に

さかのぼつて台地や浜名湖の成り立ちを思い

描きながら眺めていると興味が尽きない。梅田

峠からはヤブツバキが繁る尾根を 50分ほどで

神石山の山頂にでる。東面が開いているので浜

名湖が望見できる。帰路、嵩山北西 0.6k mの

神座の トキワマンサクの群生地を訪れるとよ

い。日本では熊本県小岱山 (し ょうだいさん)

と三重県伊勢神宮とここの 3ケ所 しか発見さ

れてないという珍しいものである。尚、県道 334

号線沿いの トキワマンサク見学者駐車場に案

内板がある。



コレクシヨン紹介 (5)

故小川賢之輔氏の文献等資料

横山 謙二

静岡県学習資料保存事業室では現在、2004

年 (平成 16年)2月 10日 に逝去された小川賢

之輔先生の蔵書と研究資料を整理してお りま

す。小川先生の蔵書はおよそ 700冊、その他研

究資料が 1000点にもおよびます。

まだ整理の途中ですが、文献には日本貝類学

会、日本地質学会、日本古生物学会、日本人山

学会、日本地理学会、日本第四紀学会など多分

野にわたる学会の学術雑誌があり、今では手に

入れに<い古い文献や絶IInに なつた貴重な専

門書、自然科学系の普及図書などが多数あり、

小川先生の執筆出版物も含まれています。また、

小川先生の研究資料にはニューギニアの貝類

の研究や富士山・愛鷹地域の地質調査のデータ

などがあり、報告書や論文に使われた原図など

も含まれています。こうした研究資料の中には、

静岡県地質、特に富士 愛鷹地域に関する研究

資料が多<、 将来の地質学者にとつては貴重な

資料になることは間違いないでしよう。この文

献やよび研究資料は、まさに静岡県の地質に関

する小川先生からの私たちへの遺産と感じて

整理させていただいています。

小川賢之輔先生は、1911年 (明治 4年 )3
月 5日 に静岡県富士郡鷹岡村天間に生まれ、

1931年 (昭和 6年)静岡県静岡師範学校専政

科を卒業され、富士郡大淵村立尋常高等小学校

訓導に奉職しました。その後、東京都へ出向さ

れ、東京市墨田第二小学校および向島木下川小

学校に勤務され、同0寺に海軍ニューギニア学術

探検隊地質調査員および東京科学博物館学芸

官補を兼務されたそうです。

戦後は郷里の静岡県に帰り,静岡県吉原町立

今泉国民学校や吉原中学校に勤務され、 1954

年 (昭禾□29年)に富士郡柚野村立柚野小学校

の校長になられ、以後、吉原市立須津中学校、

元吉原中学校、長泉町立長泉中学校、富士市立

須津中学校の校長を歴任されました。定年され

てからも愛鷹山麓地域の自然環境保全と土地

利用計画調査員や富士市自然調査研究会会長

小川先生の文献資料などの書架と整理のようす

などを務められるかたわら、野外での地質調査

や後輩の指導を継続されておられました。また、

文献や研究資料もきちんと整理されていて、資

料がすぐにでも活用できる状態にあります。

小川賢之輔先生の著作学術論文および出版

物としては、代表的なものとして以下のものが

あります。

愛鷹山 (1962)吉原市教育委員会

駿河湾北部に発達する田子浦砂丘の研究 (1965)

地理学評論

富士山周辺地質岩石の研究 (1965)静岡県出版文

化会

富士火山三島溶岩流末端付近の溶岩塚群 (1973)

地質学雑誌

富士愛鷹山麓地域自然環境 (1974)富士市

東海自然歩道の地学案内 (1976)o静岡県地学会

静岡の地学 (1976)静岡県出版文化会

富士市の自然 (1976)富士市

富士宮市の自然 (1988)富士宮市

この文献資料の受入には小川先生のご遺族

と篠ケ瀬卓二氏、斉藤朗三氏にご協力をいただ

きました。本文献資料については、NPO自然博

ネツトであ預かりして整理していますが、整理

終了後に静岡県の自然学習資料として寄贈の

手続きをとらせていただきます。なお、小川先

生の略歴については篠ケ瀬卓二氏に資料をい

ただきました。
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